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あとがき 

 

 今年度から核データニュース編集委員を務めさせていただいております原子力機構の

丸山修平と申します。主にみなさまから頂いた原稿をホームページへアップロードする

作業などを担当させていただいております。まだ私が学生だった頃にホームページ作成

が世間で流行した記憶があるのですが、あいにく私はこれまでチャレンジしたことがな

く、このような作業ははじめての経験でした。不慣れなためご迷惑をおかけすることも

あると思いますが、どうぞよろしくお願いいたします。もし何かお気づきの点や要望等

がございましたら、遠慮なくお申し付けいただければと思います。 

 さて、本あとがきは「新任委員の紹介も兼ねて」ということでしたので、私事で恐縮

ですが、この場をお借りして簡単ながら自己紹介をさせていただきたいと思います。現

在私は主に高速炉の炉心解析や炉物理の研究に取り組んでおります。核データのヘビー

ユーザではあると思いますが、核データそのものを研究対象とすることは少ないため、

核データの測定・評価技術に関して深いところはあまり知らないというのが現状です。

日頃から原子炉の炉心解析や炉心設計は核データに支えられているという認識がありま

すので、頂いたこの機会を活かして、みなさまから頂いた原稿やこれまでに発行済の核

データニュースを拝見させていただきながら、核データに関する知見を少しでも深める

ことができればよいなと思っております。 
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